
 

 

 廃炉発官Ｒ６第９９号 

令 和 ６ 年 ８ 月 ２ ３ 日 

 

原 子 力 規 制 委 員 会 殿 

 

 

                                東京都千代田区内幸町１丁目１番３号 

                                   東京電力ホールディングス株式会社 

            代表執行役社長   小早川  智明 

 

 

福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画 変更認可申請書 

 

 

核原料物質，核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律第６４条の３第２項の規定

に基づき，別紙の通り，「福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画」 の

変更認可の申請をいたします。 

 

                                                              以 上 

 

  



別紙（1 / 1） 
 

「福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画」について，下記の箇所

を別添の通りとする。 

 

変更箇所，変更理由及びその内容は以下の通り。 

 

○福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画 

２号機既設原子炉水位計装配管を活用した原子炉圧力容器内部調査に伴い，下

記の通り変更を行う。 

 

Ｖ 燃料デブリの取り出し・廃炉 

 本文 

・２号機既設原子炉水位計装配管を活用した原子炉圧力容器内部調査に伴い 

新規記載 

添付資料－１１ 

・２号機既設原子炉水位計装配管を活用した原子炉圧力容器内部調査に伴い 

新規記載 

                             

以 上 
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添付資料－１１ 

 

２号機既設原子炉水位計装配管を活用した原子炉圧力容器内部調査について 

 

 燃料デブリ取り出しの工法を検討するうえで，原子炉圧力容器内部の構造物の状態等を

把握することは重要であり，そのため原子炉圧力容器内部の調査を実施する。 

 

１．原子炉圧力容器内部調査の概要 

 福島第一原子力発電所２号機における原子炉圧力容器内の調査は，原子炉圧力容器

内へ通じる原子炉格納容器貫通部 X-28-cペネトレーション（以下 X-28-cペネ）（別

添－１）より，調査装置を挿入し，配管内障害物（流量制限オリフィス内径φ6.4ｍ

ｍなど）を経て原子炉圧力容器 N16Aノズルから炉内へアクセスし，構造物の映像取

得，線量測定を行う。 

2号機 X-28-cペネの概要 

項目 内容 

原子炉格納容器貫通部番号 X-28-c 

場所 2号機原子炉建屋 2階北西

上部 

外径 φ34ｍｍ 

 

２．原子炉格納容器貫通部の構造変更及び原子炉圧力容器内部調査 

（１）  設備の設計方針 

原子炉格納容器バウンダリとなる新設バウンダリ弁，配管，フランジ，ストラブカ

ップリングは，調査後も残るため周辺の公衆に対し，著しい放射線被ばくのリスクを

与えることのないように，適切に設計を行う。 

新設バウンダリ弁，配管，フランジ，ストラブカップリングは，現状の原子炉格納

容器内圧力を考慮するとともに作業上，水頭圧力がかかる部分については，その水

頭圧を考慮し，それぞれ耐えうる構造とする。 

  

（２） 調査装置の設計方針 

 調査装置は，配管内障害物を通過し，原子炉圧力容器内部に到達できる挿入性を有

しているとともに，原子炉圧力容器内の暗闇，湿潤環境下で機能を発揮できるように

適切に設計を行う。また，原子炉圧力容器内の圧力及び放射線量を考慮し，それに耐

えうる構造とする。 
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（３） 原子炉格納容器貫通部の構造変更 

 原子炉圧力容器内部にアクセス可能な原子炉水位計装配管から調査装置を挿入する

ために X-28-cペネ部の配管を切断し，調査装置が挿入可能でかつ，調査後のバウン

ダリとなる新設バウンダリ弁，配管，フランジを設置する。取り付けは作業員の被ば

く低減などを考慮し，ストラブカップリングによる接合を行う。配管切断位置として

は，調査装置が玉型弁及び過流量逆止弁（以下，EFCV）を通過することが困難である

ことから，X-28-cペネ側にある玉型弁の上流側を切断する。その際，外部への原子炉

圧力容器内気体の放出防止を目的として，切断する玉型弁の上流側に原子炉系計装ラ

ック側から水を張り，配管内部を凍結治具で凍結させ切断作業を行う。（別添－２） 

 

（４） 作業内容 

  a.挿入スプールの設置作業 

   新設バウンダリ弁を閉めた状態で，新設バウンダリ弁下流のフランジに挿入スプー

ルを接続し，漏えい確認を実施する。（別添－３） 

 

   b.原子炉圧力容器内部調査 

   原子炉圧力容器内気体の放出防止を目的として，水封によるバウンダリを構築す

る。（別添－４）その後，作業架台の上から調査装置及び挿入用ガイド管を人力で挿

入し，原子炉圧力容器内部を調査する。（別添－５） 

調査装置の引抜時は，挿入スプールに調査装置回収装置を取り付け，汚染拡大防止

措置を講じる。（別添－６） 

 

  c.挿入スプールの撤去作業 

   新設バウンダリ弁を閉した後，挿入スプール内の水を排水する。開口部を養生し，

調査装置回収装置及び挿入スプールを撤去する。撤去作業は「Ⅲ特定原子力施設の保

安」に記載している放射性廃棄物等の管理や放射線防護及び管理等に則り実施する。     

新設バウンダリ弁下流に閉止フランジを取り付ける。（別添－７） 

 

（５） 被ばく低減対策 

 作業においては，実績のあるフリージング（凍結）工法による配管切断及びストラ

ブカップリングによる接合を採用すること並びに事前に模擬訓練を行い作業の習熟度

の向上を図ることで，作業時間の短縮による作業員の被ばく低減を図る。 

また，今後は作業員の更なる被ばく低減のため，遮へいを設置する。 

原子炉圧力容器内部調査中は，挿入スプールによる水封バウンダリを構築すること

で原子炉圧力容器内気体の流出による過剰被ばく防止及び作業上の安全対策を行う。 
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原子炉圧力容器内部調査後は調査装置が汚染している可能性があるため，水封バウ

ンダリ部で洗浄した上で挿入スプールに接続した調査装置回収装置内に回収する。    

その後，養生し，汚染防止を図る。   

 

（６） 構造強度 

X-28-cペネの構造変更に伴う原子炉格納容器バウンダリとなる箇所を（別添－

７）に示す。シール部は，現状の原子炉格納容器内圧力を考慮するとともに作業

上，水頭圧力がかかる部分については，その水頭圧を考慮した設計を行い，必要な

強度を有するものとする。 

 

部位 設計圧力 

ストラブカップリング，新設バウンダリ

弁，配管，フランジシール部 
20kPa g 

(参考)原子炉格納容器圧力 (参考)8.44kPa g（2015年 4月最大値） 

  

 

（７） 耐震性 

 閉じ込め機能を有する装置は 2022年 11月 16日の原子力規制委員会で示された

「東京電力ホールディングス株式会社福島第一原子力発電所における耐震クラス分類と

地震動の適用の考え方」を踏まえ，閉じ込め機能が喪失した場合における公衆への放射

線影響より耐震クラスを設定する。 

新設バウンダリ弁，配管，フランジ，ストラブカップリングは，上記の考え方を踏

まえて，その安全機能が喪失した場合における公衆への放射線影響を確認することで耐

震クラスを決定している。 

被ばく評価においては，新設バウンダリ弁，配管，フランジ，ストラブカップリン

グが地震により損傷し，バウンダリ機能を喪失した状態で評価を行った。その結果，公

衆への放射線影響が 50μSv以下となることを確認していることから，耐震クラスは C

クラスとする。具体的には，新設バウンダリ弁，配管，フランジ，ストラブカップリン

グは，耐震 Cクラスに要求される地震力に十分耐えられる設計とする。 

設計用地震力の算定は以下の方法による。 

（ア） 静的地震力 

静的地震力は，Cクラスの施設に適用することとし，以下の地震層せん断力係数

Ci及び震度に基づき算定するものとする。 

ⅰ．機器 

静的地震力は，耐震 Cクラスのため水平地震力のみを考慮とし，地震層せん断力係
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数 Ciに耐震 Cクラスに応じた係数を乗じたものを水平震度とし，当該水平震度を 20％

増しした震度より求めるものとする。 

水平地震力は，地震層せん断力係数 Ci に，次に示す施設の耐震クラスに応じた係数

を乗じ，更に当該層以上の重量を乗じて算定するものとする。 

Cクラス  1.0 

ここで，地震層せん断力係数 Ciは，標準せん断力係数 C0を 0.2 以上とし，建物・

構築物の振動特性，地盤の種類等を考慮して求められる値とする。 

標準せん断力係数 C0等の割増し係数の適用については，耐震性向上の観点から，一般

産業施設，公共施設等の耐震基準との関係を考慮して設定する。 

 

（８） バウンダリ損傷時の対応 

設備又は調査装置のバウンダリ健全性に影響を与える恐れがある地震等の事象が発

生した場合には，損傷有無を確認する。損傷が生じた場合には，調査装置を引抜き，

新設バウンダリ弁を閉止するなどの封止措置を速やかに実施する。 

この措置を取るまでの間に損傷箇所（原子炉圧力容器及び原子炉格納容器側）によ

り放出されるセシウム量及び敷地境界での実効線量については，原子炉圧力容器頂部

から窒素封入されている現状や，過去の原子炉格納容器内部調査の結果より，燃料集

合体の一部である上部タイプレートが原子炉圧力容器外で確認されていることを踏ま

えると，原子炉圧力容器中のガス放射能濃度と原子炉格納容器中のガス放射能濃度

は，同程度であると考えられるため，添付資料－７ 「2号機原子炉格納容器内部詳細

調査及び試験的取り出しについて」の別添－１４「2号機原子炉格納容器内部詳細調

査 原子炉格納容器バウンダリ施工箇所開放時の影響評価に関する説明資料」に記載

の評価結果の内数となり，周辺の公衆に対し，著しい放射線被ばくのリスクを与える

ものではないことを評価している。 

 

3．添付資料 

別添－１ X-28-cペネ位置（平面）図（概略） 

別添－２ X-28-cペネ配管切断時のバウンダリ概略図（配管凍結） 

別添－３ 挿入スプール接続時のバウンダリ概略図（新設バウンダリ弁） 

別添－４ 調査中（挿入時）のバウンダリ概略図（挿入スプールの Uシール 

（水封）） 

別添－５ RPV内部調査方法 概略図 

別添－６ 調査中（引抜時）のバウンダリ概略図（挿入スプールの Uシール 

（水封）） 

別添－７ 調査後のバウンダリ概略図（新設バウンダリ弁） 
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別添－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

X-28-cペネ 

N16Aノズル 

PCV内部 

流量制限オリフィス 

調査装置挿入箇所 

X-28-cペネ周辺拡大図 

RPV内部 

X-28-cペネ位置（平面）図（概略） 

2号機 

X-28-c 

2号機 原子炉建屋 2階 

90° 

270° 

180° 0° 
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別添－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

X-28-cペネ配管切断時のバウンダリ概略図（配管凍結） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノズル(N16A) 

切断 

原子炉系計装ラック 

テスト弁 
玉型弁 

EFCV 

PCV内部 

ペネ(X-28-c) 

水位計装配管 

RPV内部 

バウンダリ範囲 

凍結治具 

：液体（ろ過水） 

：原子炉圧力容器内気体 
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別添－３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

挿入スプール接続時のバウンダリ概略図（新設バウンダリ弁） 
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：原子炉圧力容器内気体 
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ノズル(N16A) 
ペネ(X-28-c) 

水位計装配管 

ストラブカップリング 

フランジ 

新設バウンダリ弁 

RPV内部 
フランジ 

バウンダリ範囲 

挿入スプール 

オーバーフローライン 

給水ライン 

ドレンライン 

フローグラス（FG） 

排水先へ 
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 別添－４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査中（挿入時）のバウンダリ概略図（挿入スプールの Uシール（水封）） 
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新設バウンダリ弁 
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オーバーフローライン 
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排水先へ 

：液体（ろ過水） 

：原子炉圧力容器内気体 



V-添 11-9 

 

別添－５ 

 

 

 

RPV内部調査方法 概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

：液体（ろ過水） 

：原子炉圧力容器内気体 

挿入スプール PCV内部 RPV内部 

ペネ(X-28-c) 

水位計装配管 

ストラブカップリング 

フランジ 
新設バウンダリ弁 

作業架台 

挿入作業用治具 

流量制限オリフィス（φ6.4ｍｍ） 

筐体 

ファイバースコープ 
挿入用ガイド管 

挿入用ガイド管 
ファイバースコープ 

排水先へ 

ノズル(N16A) 

フランジ 

水封バウンダリ 
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別添－６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査中（引抜時）のバウンダリ概略図（挿入スプールの Uシール（水封）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

：液体（ろ過水） 

：原子炉圧力容器内気体 
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水封バウンダリ 

RPV内部 

ノズル(N16A) 
ペネ(X-28-c) 

水位計装配管 

ストラブカップリング 

フランジ 
新設バウンダリ弁 

作業架台 

流量制限オリフィス（φ6.4ｍｍ） 
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接続部品 

調査装置回収装置 

フランジ 挿入用ガイド管 
ファイバースコープ 挿入スプール 
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別添－７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査後のバウンダリ概略図（新設バウンダリ弁） 

 

 

PCV内部 

ペネ(X-28-c) 

水位計装配管 

ストラブカップリング 

フランジ 
新設バウンダリ弁 

閉止フランジ 

バウンダリ範囲 

RPV内部 

ノズル(N16A) 

：液体（ろ過水） 

：原子炉圧力容器内気体 



2024年 8月 23日 

東京電力ホールディングス株式会社 

 

「福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画」 の変更認可の申請 

に関する核セキュリティ及び保障措置への影響について 

＜申請書＞ 

申請件名 ２号機既設原子炉水位計装配管を活用した原子炉圧力容器内部調査について 

申請概要 

２号機 RPV 内部調査について、既設原子炉水位計装配管を切断、新設バウンダリ弁を設置し、耐放射線性の小型ファイバ

ースコープ（超小型線量計搭載）を使った有人による調査を実施する。本作業のため、「福島第一原子力発電所 特定原子

力施設に係る実施計画」の変更認可の申請を行う。 
 

上記の申請に関する核セキュリティ及び保障措置への影響の有無についての確認結果を以下に示す。 
 

＜核セキュリティ及び保障措置への影響の有無＞ 

確認項目 影響の有無 備考 

核セキュリティへの影響 

① 防護対象の追加等による影響の有無 
無 

防護対象の追加等はない

ことから影響無し。 

② 侵入防止対策に係る性能への影響の有無 

無 

防護設備及び監視体制に

変更を及ぼすものではな

いため、侵入防止対策への

影響無し。 

保障措置への影響 

① 設計情報質問表（DIQ:Design Information Questionnaire）

への影響の有無 無 

変更手続きが必要な事項

に該当しないので、影響無

し。 

② 査察機器の移設又は新規設置の有無 
無 

既存の査察機器との干渉

がないため、影響無し。 

③ サイト内建物報告の観点から，恒久的な建物・構造物の新設 無 既報告の内容に変更がな



2024年 8月 23日 

東京電力ホールディングス株式会社 

 

の有無 いため、影響無し。 

④ 既存の査察実施方針への影響の有無 
無 

既存の IAEA 査察内容（施

策）での対応可能。 

 


